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まちのデータ（2010.3.1現在）
人　口 81,900（－  23）
　男 40,675（－  15）
　女 41,225（－    8）
世帯数 32,536（－    8）
（　）内は前月との比較

●  本庄市マスコットキャラクター大募集
●  平成22年度施政方針
●  平成22年度当初予算の紹介
●  市民総合大学生徒募集

※平成22年度健康カレンダーが折り込んであ
りますので、ご利用ください。

おひなさまっ !!
表紙写真：３月３日は桃の節句です。藤田保育
所では、ひなまつりのお祝いをしました。「うれ
しいひなまつり」を大きな声で歌って、先生か
らひなまつりについてのお話を聞いた後、みん
なにそれぞれ作ったおひなさまを持って集合し
てもらいました。● 今月の主な内容



本庄市本庄市マスコットキャラクター
大募集

本庄市本庄市マスコットキャラクター
あなたのデザインが ほんじょうをＰＲ！

イベントや各種行事で本庄市をＰＲする、マスコットキャラクターを募集します。

であれば、どんなデザインでも構いません。
本庄市を連想させる、本庄市の「顔」となるキャラクター

みなさんの応募をお待ちしています。

〈表面〉

〈裏面〉

名前（ふりがな）
住所
電話番号
作品説明

思いを込めた
キャラクター
をデザインし
てください。

全体像で
　描いてね！

デザインに込めた
思いなどを
書いてね！

？
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応募できる人
　本庄市への熱い思いを持つ人であればどなたでも

デザインについて
☆ Ａ４版白色用紙（縦）にデザインしてください。（デジタル画像、
手書きなどは問いません。）
☆デザインは平面画像とします。（立体や３Ｄのデザインは不可）
☆彩色は自由です。
☆ ひとり何点でも応募できますが、１枚の用紙につき１点のデザイン
で応募してください。
☆ 応募者が創作した未発表の作品かつ同一作品が他のコンテストに応募
されていない作品で、既存、類似、模倣の作品でないものに限ります。
☆ 応募の際は、作品裏面に①氏名（ふりがな）、②住所、③電話番号、
④希望愛称名、⑤作品説明を記載してください。
※希望愛称名については参考として活用するもので、採用されるとは
限りません。

応募方法
　郵送又は持参してください。（郵送先については下記をご覧ください。）
　持参先： 本庄市企画課（市役所３階）、本庄市児玉総合支所総務課（総合支所２階）、本庄商工会議所、児玉

商工会、埼玉ひびきの農業協同組合（本庄北支店・本庄南支店・児玉支店）

募集期間
　５月31日㈪まで（必着）

選考方法
　実行委員会の選考により、次のとおり決定します。
☆本庄市マスコットキャラクター大賞（１点）　賞状・賞金３万円　　☆入選（４点）　賞状・賞金１万円

入賞作品の発表
　本庄市、本庄商工会議所、児玉商工会、埼玉ひびきの農業協同組合等の広報及
びホームページ等で発表します。入賞者については、文書で通知します。

その他の注意
☆応募の際に必要な郵送料等の経費は応募者負担とします。
☆応募作品は返却できません。
☆大賞作品は、実行委員会において補作、修正する場合があります。
☆大賞作品は、イベントや広報紙等で幅広く活用していきます。
☆大賞作品の著作権、二次使用権、商品化権、放送権、その他一切の権利は実行
委員会に帰属します。また、応募規定に違反する事項が認定された場合は、入
選後でも資格を取り消すこととします。

デザイン決定後、『愛称』についても募集する予定です。
◇郵送先・お問い合わせ先◇

〒３６７－８５５５　埼玉県本庄市朝日町３－１－３５
（本庄商工会議所内）本庄市マスコットキャラクター実行委員会
☎０４９５－２２－５２４１　FAX０４９５－２４－３００３

埼玉県のマスコット
コバトン

コバトンも応援しています
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を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

① 

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り

②
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く

　

り
③
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

④
活
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
全
国
に
知
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
「
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
、
そ

れ
を
進
め
る
心
構
え
「
自
ら
」
を
掲
げ
、

新
し
い
時
代
へ
向
け
て
予
算
を
編
成
し
、

施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健す
こ

や

か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指

し
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
強
化
で
は
、
４
月
に
開

所
す
る
「
い
ず
み
保
育
所
」
に
お
い
て
、

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
一
時
保
育
や
病

後
児
保
育
を
実
施
し
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
し
ま
す
。
同
施
設
に
併
設
さ

れ
る
発
達
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発

達
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
に
対
し
て
早
期

に
対
応
す
る
な
ど
、
相
談
・
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療

費
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
支
給

　

合
併
後
の
新
本
庄
市
市
長
と
し
て
、
私

は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
信
頼
、
公
正
、

実
行
力
」
を
信
条
に
、
多
く
の
み
な
さ
ん

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
常
に
本
庄
市
全
体
、

市
民
全
体
の
観
点
に
立
ち
、
市
政
の
か
じ

取
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。　

　

市
長
２
期
目
を
担
う
に
あ
た
り
、
今
後

と
も
自
ら
全
て
の
責
任
を
背
負
う
覚
悟
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
、
身
を
挺て
い

し
て

市
政
の
進
展
に
尽
力
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
の
先
行
き
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
物
価
動
向
は
緩
や
か
な
デ
フ
レ

状
況
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用

情
勢
が
続
く
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
い
か
に
し
て
景
気
を
回
復
し
、
財

政
状
況
を
改
善
し
、
明
日
を
担
う
人
材
を

育
て
、
増
大
す
る
社
会
保
障
の
ニ
ー
ズ
に

応こ
た

え
て
い
く
か
、
持
続
可
能
な
新
し
い
時

代
を
創
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち

づ
く
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
市
民
の
み
な
さ

ん
と
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

の
福
祉
向
上
、
本
庄
市
に
お
け
る
「
安
全

と
安
心
」
を
増
進
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
、
本
市
の
持
つ
資
源

制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
地

域
の
子
育
て
支
援
団
体
の
知
恵
、
愛
情
、

マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
を
借
り
て
「
子
育
て
サ

ロ
ン
活
動
」、「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」、「
登
下

校
時
の
児
童
の
見
守
り
活
動
」
な
ど
の
各

種
施
策
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
子
育

て
参
加
率
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
前
立
腺
が

ん
の
検
診
を
新
た
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
体
制
の
充
実
で
は
、
休
日
急
患
診

療
所
の
夜
間
診
療
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
補

助
事
業
、
熊
谷
・
深
谷
・
児
玉
地
区
小
児

救
急
支
援
制
度
補
助
事
業
な
ど
医
療
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
・
地
域
福
祉
の
推
進
で
は
、

重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
助
成

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助
成
を
市
独

自
の
施
策
と
し
て
継
続
し
て
い
く
ほ
か
、

障
害
者
の
社
会
参
加
・
就
労
支
援
、
相
談
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
情
報
提
供

を
行
い
、
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
で
は
、各
種
健
診
・

相
談
事
業
・
健
康
事
業
、
介
護
予
防
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

敬
老
事
業
、
高
齢
者
在
宅
自
立
支
援
事
業
、

要
介
護
高
齢
者
対
策
事
業
な
ど
の
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
各
種
高
齢

者
福
祉
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方

吉田　信解　本庄市長

　吉田市長は、３月１日に開会した平成22年本庄市議会第１回定例会にお
いて、平成22年度の市政運営の基本的考え方と主な施策を説明しました。
将来を担う子どもたちに胸を張ってバトンを手渡せる誇りある本庄を創

つく

るた
め、さまざまなチャレンジを続けていくと抱負を述べました。（以下要旨）

本市の持つ資源を最大限に活
い

かし

「持続可能なまちづくり」
に魂を込めて

本市の持つ資源を最大限に活
い

かし

「持続可能なまちづくり」
に魂を込めて

健
康
福
祉
分
野
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「
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、
と
も
に
地

域
を
支
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市
民
同

士
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
で
は
、
各
自
治
会
を
は
じ
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
各
種
計
画
の
策
定
時
な
ど
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
よ
り
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。「
Ｄ
Ｖ（
家

庭
内
暴
力
）
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
Ｄ

Ｖ
に
関
す
る
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

男
女
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
う
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
の
充
実
で
は
、
消
防
器

具
置
場
の
整
備
や
消
防
自
動
車
の
更
新
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
保

存
食
や
毛
布
等
の
生
活
必
需
物
資
の
備
蓄

を
計
画
的
に
進
め
、
災
害
等
の
発
生
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
本
庄
西
中
学

校
南
校
舎
の
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、

本
庄
東
小
学
校
の
３
号
館
・
４
号
館
の
校

舎
改
築
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
活
発
化
で
は
、新
た
に「
市

民
総
合
大
学
」
を
開
講
し
、
数
多
く
の
講

座
で
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

「
親
の
学
習
手
引
書
」
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、
親
が
親
と
し
て
の
力
を
つ
け
る
学
習

の
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
と
活
用
の
推
進
で
は
、

指
定
史
跡
等
市
内
の
文
化
財
の
美
化
作
業

な
ど
、
今
後
も
市
内
の
重
要
な
文
化
財
の

保
護
・
活
用
を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
で
は
、「
市
民

一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
に
向
け
て
、

早
稲
田
大
学
特
命
教
授
の
川
淵
三
郎
氏
を

お
迎
え
し
、
昨
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
川

淵
三
郎
塾
」
で
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
施
設
の
芝
生
化
な
ど
教
育
環

境
・
社
会
体
育
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

活
力
あ
る
本
庄
市
を
築
い
て
い
く
た
め
、

「
地
域
の
価
値
を
高
め
、
活
発
な
産
業
活

動
が
広
が
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
で
は
、
有
機
農
業
の
推

進
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
栽
培

　

防
犯
体
制
の
充
実
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
犯
罪
認
知
件
数

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

協
働
・
連
携
を
す
す
め
、
自
主
防
犯
組
織

な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
防

犯
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
道
路
照
明
灯
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
を

整
備
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
児
童
な
ど
を

対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
街

頭
活
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
休
日
窓

口
開
庁
等
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
明
日
を
拓ひ
ら

く
人
を
育
み
、
魅
力
あ
る

文
化
が
育
つ
ま
ち
」
を
目
指
し
、
次
の
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

創
造
性
と
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の

推
進
で
は
、
各
学
校
に
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
大
幅
に
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、

担
任
の
先
生
と
協
力
し
て
学
習
指
導
を
行

う
学
習
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
教
育
と
心
豊
か
な
人

づ
く
り
の
推
進
で
は
、
さ
わ
や
か
相
談
員

に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
心
の
相

談
員
に
よ
る
電
話
相
談
に
よ
り
、
教
育
相

な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
現
や
特

色
あ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
新
た
に

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、

良
好
な
農
地
の
維
持
・
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
で
は
、
商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
て
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を

利
用
し
て
営
業
を
開
始
し
た
事
業
者
に
対

す
る
支
援
や
各
種
融
資
を
引
き
続
き
行
い
、

市
内
企
業
の
健
全
化
と
活
性
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

工
業
の
振
興
で
は
、
市
内
中
小
企
業
の

経
営
の
安
定
と
融
資
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
中
小
企
業
緊
急
運
転
資
金
融
資
預
託

金
制
度
な
ど
を
始
め
と
す
る
各
種
融
資
の

斡あ
っ

旋せ
ん

や
利
子
補
給
な
ど
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
優
良
企
業
の
積
極
的
な

誘
致
を
推
進
し
、
雇
用
の
確
保
と
経
済
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化

で
は
、
祭
り
・
行
事
・
郷
土
芸
能
な
ど
の

継
承
・
発
展
を
支
援
し
、
全
国
に
知
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、

本
庄
名
物
「
つ
み
っ
こ
」
を
定
着
さ
せ
る

た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
企
画
・
製
作

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

勤
労
者
対
策
の
推
進
と
消
費
者
の
安
全

と
利
益
の
確
保
で
は
、
年
々
増
加
す
る
契

約
ト
ラ
ブ
ル
等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
に
児
玉
郡
内
３
町
と
協
力
し
、「
消

市
民
生
活
分
野

教
育
文
化
分
野

経
済
環
境
分
野
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費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
相
談
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者

自
立
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
の
充
実
で
は
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
、
市
の
事

業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物

不
法
投
棄
対
策
・
環
境
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

員
を
採
用
し
、
健
全
な
環
境
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
元
小
山
川
浄
化
活
動

推
進
事
業
な
ど
水
環
境
改
善
に
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、

資
源
ご
み
分
別
回
収
事
業
や
集
団
資
源
回

収
の
継
続
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
の
推

進
な
ど
に
よ
り
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
や
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
際
し
て

の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
自
然
と
人
に
優
し
く
、
多
彩
な
交
流

が
生
ま
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
次
の

施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
万
一
に

備
え
て
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
及
び

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
を
新
た
に
実
施

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

始
し
た
区
域
の
水
洗
化
率
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

公
園
緑
地
の
整
備
と
緑
化
推
進
で
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

市
民
プ
ー
ル
跡
地
等
の
有
効
利
用
を
図
る

な
ど
、
若
泉
運
動
公
園
の
再
整
備
に
着
手

し
ま
す
。

　
「
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
的
に
提
供
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
次

の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
透
明
性
の
高
い
行
政
経
営

の
推
進
で
は
、
各
審
議
会
委
員
な
ど
の
公

募
制
度
を
さ
ら
に
推
進
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
市
長
へ
の

手
紙
」、「
市
長
と
の
対
話
集
会
」、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
積
極
的

に
市
政
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

情
報
の
適
正
管
理
と
情
報
の
共
有
化
を
進

め
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の
推
進

で
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
不
断
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

み
ま
す
。
ま
た
、
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
狭
き
ょ
う

隘あ
い

道
路
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
街
地
整
備
で
は
、
今
秋
に
「
本
庄
早

稲
田
駅
周
辺
ま
ち
び
ら
き
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、「
本

庄
早
稲
田
の
杜も
り

づ
く
り
〜
孫ま
ご

子こ

の
代
ま
で

引
き
継
げ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜
」
と
し

て
、
市
民
・
民
間
事
業
者
・
行
政
機
関
が

協
働
し
て
将
来
的
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
と
維
持
管
理
で
は
、
児

玉
市
街
地
の
都
市
基
盤
整
備
を
本
格
実
施

す
る
ほ
か
、
市
内
に
お
け
る
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
うの
長
寿

命
化
に
向
け
て
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
ま
た
、
道
路
改
良
、
舗
装
・
側
溝
整

備
及
び
街
路
樹
の
維
持
管
理
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
で
は
、
石
綿
管
の
更
新

等
に
よ
る
漏
水
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、

安
全
・
安
心
な
水
を
確
保
す
る
た
め
、
児

玉
浄
水
場
に
お
け
る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
対
策
の
膜
ろ
過
施
設
整
備
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
で
は
、
公
共
下
水
道
地

区
、
農
業
集
落
排
水
地
区
、
合
併
浄
化
槽

地
区
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
河
川
等

の
公
共
用
水
域
の
水
質
改
善
を
進
め
ま
す
。

整
備
事
業
で
は
、
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
、
若
泉
地
区
、
け

や
木
地
区
、
児
玉
地
区
な
ど
で
の
汚
水
幹

線
及
び
枝
線
等
の
築
造
工
事
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
供
用
を
開

　

早
稲
田
大
学
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
く

施
策
の
推
進
で
は
、「
川
淵
三
郎
塾
」
で

の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
産
・
学
・
公
・
地

域
が
連
携
し
、
研
究
開
発
型
企
業
の
誘
致

を
進
め
、
国
際
的
な
研
究
開
発
の
拠
点
づ

く
り
を
図
る
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
推
進
事
業

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
彩
の
国
本
庄
拠

点
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
映
像
・
映
画
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
全
国
に
向
け
て
本

市
の
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

電
子
自
治
体
の
推
進
で
は
、
建
設
工
事

の
入
札
が
、
原
則
全
て
埼
玉
県
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
で
の
電
子
入
札
と
な
る
こ

と
で
、
入
札
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
・
公
平

性
の
確
保
と
事
務
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
正
確
性
、
迅
速
性
の
向

上
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

交
通
機
関
の
充
実
で
は
、
市
内
循
環
バ

ス
や
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
運
行
・
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

通
勤
通
学
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
・
八
高
線
の
輸
送
力
の
増
強
、
八

高
線
の
電
車
化
、
上
越
新
幹
線
本
庄
早
稲

田
駅
の
停
車
車
両
の
増
発
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
の

確
立
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
税
の
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
安
定
的

な
自
主
財
源
の
確
保
と
事
業
コ
ス
ト
の
縮

減
に
努
め
、
計
画
的
・
効
率
的
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
基
盤
分
野

行
財
政
経
営
分
野
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（一般・特別・企業会計を合わせて）
一般会計 252億4,200万円
特別会計 159億3,052万円
企業会計 26億 　45万円

予算の構成 　

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
は
、
総
合
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち 

本

庄 

〜
世
の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
〜
」
の
実
現
と
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

胸
を
張
っ
て
バ
ト
ン
を
手
渡
せ
る
誇
り
あ
る
本
庄
を
創つ

く

る
た
め
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

１　

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

２　

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

３　

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

４　

活
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

５　

全
国
に
知
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
事
業
の
選
択
と
集
中
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し

て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

４
３
７
億
７
、
２
９
７
万
円
（
前
年
度
比
０
・
５
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。★

財
政
課
☎
㉕
１
１
６
３

平
成
22
年
度
当
初
予
算
の
紹
介

平成21年度 435億7,115万円
平成22年度 437億7,297万円

前年度予算との比較

会計別予算

一 般 会 計 252億4,200万円 2.0％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 会 計 84億8,926万円 8.8％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 23億7,624万円 △30.1％

住 宅 資 金 貸 付 事 業 会 計 945万円 △70.7％

老 人 保 健 会 計 229万円 △77.7％

小島西土地区画整理事業会計 8,598万円 △62.0％

児玉南土地区画整理事業会計 2億6,516万円 19.7％

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 8,816万円 △6.6％

介 護 保 険 会 計 39億7,599万円 6.1％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 6億3,799万円 1.1％

企業会計 水 道 事 業 会 計 26億　45万円 △0.4％

 ※水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

市民１人あたりが負担する市税

総額　124,629円

地方消費税交付金　6億8,000万円（2.7%）
　分担金及び負担金　5億3,436万円（2.1%）
　　諸収入　4億2,180万円（1.6%）
　　　地方譲与税　3億3,900万円（1.3%）
　　　　使用料及び手数料　2億4,340万円（1.0%）
　　　　　地方特例交付金　1億4,900万円（0.6%）
　　　　　　その他　2億9,762万円（1.2%）

市債　26億7,310万円（10.6%）
県支出金　14億8,094万円（5.9%）
繰入金　8億5,289万円（3.4%）

市税市税
102億102億
1,635万円1,635万円
（40.5%）（40.5%）

地方交付税地方交付税
36億2,000万円36億2,000万円
（14.3%）（14.3%）

歳入
252億

4,200万円

市民税市民税
51,821円51,821円

固定資産税固定資産税
58,162円58,162円

都市計画税
7,240円

市たばこ税
5,614円

軽自動車税
1,792円

総額 437億7,297万円437億7,297万円

国庫支出金国庫支出金
37億3,354万円37億3,354万円
（14.8%）（14.8%）
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歳出予算の内訳
主な事業名（◆…平成22年度新規事業 ◇…一部新規事業）予算額（万円）

　 年 度 予 算

一般会計  

市民１人あたりに使われるお金

総額　307,927円

衛生費　15億122万円（5.9%）

　　消防費　10億7,224万円（4.2%）

　　　　農林水産業費　4億6,254万円（1.8%）

　　　　　　その他　7億4,797万円（3.1%）

民生費民生費
101億6,851万円101億6,851万円
（40.3%）（40.3%）

総務費総務費
34億4,080万円34億4,080万円
（13.6%）（13.6%）

土木費土木費
26億4,546万円26億4,546万円
（10.5%）（10.5%）

教育費教育費
30億982万円30億982万円
（11.9%）（11.9%）

公債費公債費
21億9,344万円21億9,344万円
（8.7%）（8.7%） 歳出

民生費民生費
124,046円124,046円

総務費
41,974円

土木費
32,272円

教育費
36,717円

公債費
26,758円

衛生費
18,313円

その他
27,847円

総額 437億7,297万円総額 

252億
4,200万円

※「市民１人あたりが負担する市税」及び「市民１人あたりに使われるお
金」は、平成22年１月１日現在の人口（81,974人）をもとに計算しています。

１　子どもからお年寄りまで、健やかで安心して暮らせるまち

◆発達教育支援センター事業　発達が気になる（発
達障害が疑われる）子の相談を早期から行い、療育
的・教育的支援を総合的に実施する。 694

◇いずみ保育所管理運営事業　いずみ保育所にて、
一時保育や病後児保育、地域子育て支援センターを
新規に実施する。 1,121

◇成人保健事業　ペプシノゲン法による胃がん検診
と前立腺がん検査を新規に実施する。 4,548

２　市民と行政が連携し、ともに地域を支えるまち

◇消防団活動事業　合併による消防団の再編に伴
い、消防器具置場を新体制にあわせて計画的に配置
する。また、消防自動車を本庄方面隊に２台、児玉
方面隊に３台購入し配置する。 1億7,662

◇防災行政無線整備事業　防災行政無線のデジタル
化が完了したが、建造物の影響による難聴地域に子
局を増設する。 1,965

３　明日を拓
ひら

く人を育み、魅力ある文化が育つまち

◆小学校施設整備事業　本庄東小学校の校舎の一部
を22年度、23年度の２か年で改築する。 1億4,143

◆体育施設芝生化事業　学校校庭をはじめとする公
共施設の芝生化を図る。 430

◇本庄西中学校施設整備事業　本庄西中学校南校舎
の耐震補強工事及び外壁等改修工事を行う。 1億2,312

◇特別活動支援事業　各小中学校で特色のある「い
きいき活動事業」を計画し実施する。また、㈶日本
サッカー協会こころのプロジェクト「夢先生」の事
業を活用し、児童の心の教育を推進する。（教育振
興基金充当事業） 855

◇教育相談事業　市内４中学校にさわやか相談員を
配置する。また、｢子どもの心の相談員｣を配置し児
童生徒及び保護者への電話相談を実施する。さらに、
ふれあいボランティアを増員して配置する。 2,418

４　地域の価値を高め、活発な産業活動が広がるまち

◇太陽光発電システム普及促進事業　地球温暖化防
止へ向けて、太陽光発電システムを設置した市民を
対象として、設置費の一部を補助する。 876

農業団体補助事業　本庄市有機１００倍運動推進協
議会による事業実施により、多角的な視点から環境
に優しい農業を推進する。 318

観光協会補助事業　観光協会への助成を通じて、全
国に知られるまちづくりのＰＲに努める。本庄名物
「つみっこ」推進事業等に対して助成をする。 1,040

５　自然と人に優しく、多彩な交流が生まれるまち

◆耐震計画促進事業　本庄市建築物耐震改修促進計
画を推進するため、市内の木造既存住宅について耐
震診断・耐震改修を行う者に対し補助金を交付する。 300

◆新都心地区都市施設整備事業　本庄早稲田駅北口
シェルター、近隣公園整備などを行う。 1億6,075

６　満足度の高い行政サービスを効率的に提供するまち

◇企画振興事務費　合併５周年を記念して、ＮＨＫ
による公開番組として「ＢＳ日本のうた」の収録を
本庄市民文化会館で実施する。 59

◇ホームページ運営事業　外国人のみなさんが情報
を閲覧できるように翻訳ソフトを導入する。 164

22
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市民総合大学の入学式は、高齢者コース・成人者コースともに７月に実施する予定です。
詳しくは、生涯学習課☎㉒３２４８へお問い合わせください。

高齢者コース（児玉キャンパス）募集要項

成人者コースの申込・講座の詳細は
広報ほんじょう６月号でお知らせします

期間　５月から平成23年３月までの毎月第３木曜日　全11回　午後１時30分～
※第１回目は、５月20日㈭午後１時30分から開講式を行います。

場所　セルディ
対象　市内在住・在勤の65歳以上の人
内容　健康、福祉、本庄市の歴史などの一般教養
※詳しい講座内容は、開講式にお知らせします。
申込期間　４月12日㈪～ 30日㈮
申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、セルディ
　又は中央公民館へ提出
※申込用紙は、セルディ又は中央公民館で配布します。

◇高齢者コース（本庄キャンパス）は、平成23年度以降開講予定です。

主 な活動　自治会まつり、ボランティア活
動など
費用　自治会費、その他（実費徴収）
ク ラブ活動　グラウンドゴルフ、ダンス、
　ペタンク、太極拳、ハーモニカ、民踊、
　カラオケ、詩吟、ペン習字、書道

　成人者コースは、年齢に関係なく市内在住・在勤の成人（学生
を除く）を対象に、７月から平成23年３月までの期間、一般教養
中心の講座を中央公民館や早稲田リサーチパーク・コミュニケー
ションセンターで実施します。

高齢者コース(児玉キャンパス)では
受講生全員で自治会活動を行っています
高齢者コース(児玉キャンパス)では
受講生全員で自治会活動を行っています

今まで知
らなかっ

たことを
知るよろ

こび…そ
れは感動

！

市民総合大学市民総合大学
　「市民総合大学」は、市民のみなさんに向けて設置された生涯学習の場で、高齢者コースと成人者
コースがあります。すべてのコースは１年制で開催され、高齢者コースでは、児玉キャンパスと本庄
キャンパス（平成23年度以降開講予定）に分かれています。
　今回、高齢者コース（児玉キャンパス）の受講生を募集します。みなさんの仲間づくりや生きがい
づくり、また、自分の学習成果を地域の活性化やまちづくりに生かしてみませんか。

◆◆高齢者コース（児玉キャンパス）受講生募集◆◆
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▼市民税・県民税の納税方法
　市民税・県民税の納税（徴収）方法には、普通徴収と特別徴収があります。
普 通徴収　自営業者等が該当し、通常６月、８月、10月、翌年１月の４回の納期に分けて個人で納税する方
法です。

給 与からの特別徴収　サラリーマン等の毎月の給与から天引きし、６月から翌年５月までの12回に分けて納
税する方法です。

公 的年金からの特別徴収　昨年10月から、市民税・県民税の公的年金からの特別徴収制度が開始されました。
公的年金を受給している人のうち、今年の４月１日に65歳以上の人で要件を満たす人が対象となります。

　詳しい要件は、市ホームページでご覧いただくか課税課へお問い合わせください。なお、平成21年度年金
特別徴収対象の人で平成22年度も対象となる人は、平成21年度に通知済の仮特別徴収税額が引き続き平成22
年４・６・８月に年金から天引きされます。

▼市民税・県民税の納税通知書の発送について
　今年度は、給与特別徴収の納税通知書を５月中旬に事業所へ、普通徴収の納税通知書を６月上旬に納税義
務者へそれぞれ発送する予定です。

▼住宅借入金等特別税額控除について
　住宅に入居したのが平成11年～ 18年又は平成21年の人で、所得税の住宅ローン控除に引ききれない額が
ある場合で、次の①②に該当する人は、今年度から原則、市への申告等は不要となりました。
①給与所得のみの人で、住宅ローン控除を含む年末調整済みの給与支払報告書が市に提出された人
※源泉徴収票に「住宅借入金等特別控除可能額」及び「居住開始年月日」の記載があることを確認してください。
②確定申告により住宅ローン控除の申告をした人
　なお、住宅ローン控除の対象となる人は、納税通知書の住宅借入金等特別税額控除額欄の確認をお願いします。

▼特別徴収の人で、給与所得・公的年金等以外の所得がある場合
　給与所得・公的年金等以外の所得にかかる市民税・県民税については、確定申告などを行う際に、確定申
告書等の第二表の『給与所得・公的年金等に係る所得以外の住民税の徴収方法の選択』欄にある、「自分で
納付（普通徴収）」の部分にチェックを記入することにより普通徴収で納めることができます。申告書の控
えをご確認ください。

▼市外に住んでいる家族を扶養している場合
　扶養対象者の所得について、住所地の市区町村に照会をし、扶養できるかどうか確認しています。なお、
住所地が不明などの理由で確認できない場合は、申告した人にお問い合わせをします。

▼申告書の内容の確認・訂正について
　市では、納税通知書を発送する前に、税務署で申告した人の申告内容のうち、次の各項目について確認し、
必要に応じて訂正しています。
①扶養にできない人を扶養にしているなど、受けられない控除を受けている場合
②申告書の計算が誤っている場合
③申告書の記載に不備がある場合
④申告した給与や年金の金額と、市に届いている給与支払報告書や公的年金等支払報告書の金額が、異なる場合
※確認・訂正のため、申告書の内容について、申告した人に対して、市からお問い合わせをする場合があります。

▼平成22年度（平成21年分）所得・課税証明書の交付は６月上旬を予定しています
　所得・課税証明書を交付できる人は次の①から④の人です。
①市民税・県民税の申告をした人
②確定申告をした人
③勤務している会社等から給与支払報告書が市へ提出されている人
④年金支払元から年金支払報告書が市へ提出されている人
　①から④以外の人は、市に課税資料がないため、申告をした後でなければ証明書を交付することができません。
※収入がない人、家族の扶養になっている人でも①から④に該当しない場合は同様です。
※申告をした後で市民税・県民税の税額を決定します。なお、税額の決定については、最長で２か月程度か
かりますので、早めの申告をお願いします。

▼忘れていませんか!!市民税・県民税申告
　平成22年度市民税・県民税の申告期限は３月15日でした。申告が必要な人でまだ済ませていない人は、
速やかに申告をお願いします。

★課税課☎㉕１１２３
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負
担
金
は
だ
れ
が
納
め
る
の

で
す
か
？

　
　

整
備
区
域
内
の
す
べ
て
の
土

地
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
土
地

の
所
有
者
又
は
権
利
者
に
負
担

金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

負
担
金
の
額
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
？

　
　

土
地
の
面
積
に
、
１
㎡
当
た

り
３
０
０
円
を
か
け
た
金
額
に

な
り
ま
す
。

　
　

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

　
　

負
担
金
は
、
算
出
し
た
金
額

を
５
年
に
分
割
し
、
さ
ら
に
１

年
を
４
回
の
納
期
に
分
け
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書

を
６
月
初
旬
に
受
益
者
に
送
付

し
ま
す
。
ま
た
、
一
括
で
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
括
納

付
の
場
合
、
当
該
年
度
の
最
初

の
納
期
内
に
限
り
、
納
付
す
る

年
数
、
金
額
に
応
じ
て
一
括
納

付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
実
際
に
は
、
報

奨
金
を
差
し
引
い
た
金
額
で
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　
　

負
担
金
の
納
付
を
免
除
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　

負
担
金
は
一
律
に
賦
課
さ
れ
、

免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
農
地
等
（
田
・
畑
・
山

林
等
の
現
況
に
あ
る
土
地
）
は
、

宅
地
と
し
て
利
用
す
る
ま
で
の

期
間
、
70
％
を
猶
予
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
猶
予
す
る
場

合
は
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。）

　
　

受
益
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　

負
担
金
を
分
割
で
納
付
中
に
、

相
続
や
売
買
な
ど
の
理
由
で
、

そ
の
土
地
の
受
益
者
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下

水
道
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
の
あ
っ
た
日
以
前

に
か
か
る
負
担
金
は
、
前
の
受

益
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
次
の
区
域
で
公
共
下

水
道
が
利
用
で
き
ま
す

○
け
や
木
１
丁
目
の
一
部

○
け
や
木
２
丁
目
の
一
部

○
緑
３
丁
目
の
一
部

○
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
一
部
（
北
堀

及
び
東
富
田
の
一
部
）

　

７
月
か
ら
は
次
の
区
域
で
も
公

共
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
若
泉
１
丁
目
の
一
部

○
若
泉
２
丁
目
の
一
部

QＡQＡQＡ

QＡ

QＡ

負
担
金
Ｑ
＆
Ａ

下
水
道
ニ
ュ
ー
ス

　

公
共
下
水
道
は
、
一
般
の
公
共
施
設
（
道
路
・
公
園
）
と
は
違
っ

て
、
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
地
域
の
人
々
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
を
税
金
だ
け
で
整
備
す
る
と
、
下

水
道
が
利
用
で
き
な
い
人
た
ち
も
建
設
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
公
平
な
負
担
」
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

下
水
道
が
利
用
で
き
る
人
た
ち
（
受
益
者
）
が
建
設
費
の
一
部
を
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
水
道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
説
明
し
ま
す
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
６

　

去
る
１
月
26
日
に
逝
去
さ
れ
た

元
上
里
町
立
七
本
木
小
学
校
長
の

栗
原
和
夫
氏
＝
前
原
１
＝
の
生
前

の
功
績
に
対
し
、
正
七
位
瑞
宝
双

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
消
防
団
員
と
し
て
、

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範
に

な
る
と
認
め
ら
れ
、
小
林
博
氏
＝

児
玉
町
上
真
下
＝
に
永
年
勤
続
功

労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。小林 博 氏

故 栗原 和夫 氏

叙
位
叙
勲

消
防
庁
長
官
表
彰

　市では、昭和56年の建築基準法改正以前に着工された
一定基準の木造住宅の耐震診断及び耐震改修を行う費用の
一部について、一定要件を満たす居住者に予算の範囲内で
補助金を交付します。
○耐震診断補助金
　耐震診断に要した費用の２分の１以内（上限５万円）
○耐震改修補助金
　耐震改修工事に要した費用の15.2％（上限20万円）
　※ 補助対象となる木造住宅の基
　準及び補助対象者となる要件に
　ついては、契約及び工事を行う
　前に建築開発課（市役所２階）
　又は市ホームページでご確認く
　ださい。

地震のとき、あなたのお住まいは安全ですか？

木造住宅の耐震診断・改修に
補助金を交付します

★建築開発課☎㉕１１４０



春の全国交通安全運動を実施します春の全国交通安全運動を実施します

始まります、高齢運転者等専用駐車区間制度
　４月19日㈪から高齢運転者等専用駐車区間制度が始まります。この制度は、高齢運転者や妊娠し
ている人などが、駐車場を探しながらの運転から解放されるように利用する機会の多い官公庁や病院
などの周辺道路に「高齢運転者等専用駐車区間」を整備し、駐・停車できるようにする制度です。

期間　４月６日㈫～15日㈭
本庄市重点目標
　○高齢者の交通事故防止と飲酒運転の撲滅
埼玉県重点目標
　○子どもと高齢者の交通事故防止
　○飲酒運転の根絶
　○シートベルト・チャイルドシートの着用徹底と
　　安全車間距離の保持
　○自転車の安全利用の推進
　　４月10日㈯は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
「人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県」
★自治防災課☎㉕１１１８、総合支所総務課☎72１３３１

＊ 詳しくは本庄警察署交通課（☎㉒０１１０）、児玉警察署交通課（☎72０１１０）又は埼玉県警察
本部交通規制課（☎０４８―８３２―０１１０）へお問い合わせください。　

Ｑ．どんな人が利用できるの？
　70歳以上の人や障害者マーク・聴覚障害
者対象者、妊娠中の人又は出産後８週間以内
の人です。

Ｑ．利用したいけれど、どうすればいいの？
　対象者が、住所地を管轄する警察署に申請
すると、「高齢者運転者等標章」が交付され
ます。この標章を車の前面に掲示します。
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市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

市
の
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
毎
月
３
２
、
０

０
０
部
発
行
の
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

広 

告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う

（
毎
月
１
日
発
行
）

募 

集
期
間　

４
月
30
日
㈮
ま
で

（
必
着
）

広
告
の
規
格
等

① 

掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

最
下
段

②
募
集
枠
数　

３
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
あ
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

　

 

３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

円
⑥ 

掲
載
期
間　

７
〜
９
月
号
（
３

か
月
分
）

※
７
月
号
か
ら
連
続
し
て
６
号
分
、

９
号
分
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申 

込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

提
出

① 

有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

の
）

②
広
告
の
原
稿

③ 

納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

の
場
合
）

郵
送
先　

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

○ 

内
容
に
よ
っ
て
は
、
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
等

で
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広
告

事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報
ほ

ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」（
企

画
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報ほんじょうに

広告を掲載しませんか
毎月32,000部を発行広告を掲載しませんか

本庄市役所企画課
☎㉕１１５７・FAX㉑８４９９
〒367-8501　本庄市本庄３－５－３
【開 庁 日】月曜日～金曜日
【開庁時間】午前８時30分～午後５時15分
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あて先

〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは４月15日㈭必着です。

３
月
13
日
に
市
内
の
各
中
学
校
で
、
24
日
に
は
各
小
学
校

で
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
た
ち
は
こ
れ

ま
で
の
思
い
出
と
、
新
た
な
希
望
を
胸
に
旅
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

▲3/24小学校卒業式（藤田小）▼

▲3/13中学校卒業式（本庄西中）▼

　

３
月
16
日
、
歴
史
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、「
身
近
な
歴
史

を
改
め
て
勉
強
で
き
て

良
か
っ
た
。」と
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。

　

本
庄
総
合
公
園
で
は
、
梅
が
満

開
、
３
月
５
日
に
は
気
温
が
20
度

を
超
え
る
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
と
な
り
、

た
く
さ
ん
の
人
が
梅
見
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　全日本少年春季軟式
野球大会に出場する埼
玉ＮＯＲＴＨ（北部選
抜）に選ばれた野平巧
くん（本庄南中３年）
が大会前に吉田市長を
訪問、全国大会での健
闘を誓いました。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
駅
南
１
丁
目
に
お
住
ま
い
の

境
野

雄
さ
ん
（
明
治
43
年
３
月

８
日
生
ま
れ
）
を
市
長
が
訪
問
し
、

お
祝
い
の
「
寿
状
」
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　▲3/6･7 本庄市生涯学習
推進大会・国際交流コン
サート（中央公民館）

▲3/3みそ作り教室（あさ
ひ多目的研修センター）

▲

生涯学習 花ざかり

歩
い
て
、学
ん
で

はばたけ、本庄っ子！

今、旅立ちのとき～卒業式～

春
を
感
じ
て



でんごん
広場

4月生まれのみんな

小
お

此
この

木
ぎ

 悠
ゆう

貴
き

ちゃん（駅南１丁目）

山
やま

田
だ

 紗
さ

那
な

ちゃん（日の出２丁目）

〈平成20年生まれ〉

２歳のお誕
生日おめで
とう☆ずっ
と仲良くし
てね

〈平成20年生まれ〉

森
もり

本
もと

 小
こ

春
はる

ちゃん（緑１丁目）

𠮷
よし

田
だ

 吏
り

希
き

ちゃん（児玉町蛭川）

力
りき

石
いし

 佳
か

音
のん

ちゃん（小島南３丁目）

〈平成21年生まれ〉

いつも笑顔で元
気なのんちゃん
が大好きお誕
生日おめでとう。

〈平成17年生まれ〉

５歳のお誕生日
おめでとう！な
んでも一人でで
きるようにがん
ばって大きく育
ってね。

〈平成21年生まれ〉

１歳のお誕生日
おめでとう！こ
れからも、元気
いっぱい！優し
い女の子になっ
てね

２歳のお誕生日
おめでとう！思
いやりのある優
しいお兄ちゃん
になってね。

大
おお

竹
たけ

 優
ゆう

羽
わ

ちゃん（小島南１丁目）

〈平成17年生まれ〉

弟が生まれて面
倒みてくれてあ
りがと☆これか
らもやさしいお
兄ちゃんでいて
ね♪♪♪

★５月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

横
よこ

沢
さわ

 駿
しゅん

介
すけ

ちゃん（五十子２丁目）

平成22年4月1日号13
あて先

〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは４月15日㈭必着です。

みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

このコーナーへの掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課
（☎㉕１１５５）へ　※市ホームページでもご覧いただけます。

▲おいしそうに食べる共和小の子どもたち

　

本
庄
産
の
ね
ぎ
「
本
庄
美
人
」

を
使
っ
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
が
児
玉

地
域
の
小
学
校
と
市
内
の
保
育
所

に
登
場―

―

。

　

３
月
５
日
は
小
学
校
で
「
ね
ぎ

の
ナ
ム
ル
」
が
、
９
日
に
は
保
育

所
で
「
ね
ぎ
の
か
き
あ
げ
」
が
出

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
地
元
産
の

食
材
を
使
っ
た
お
昼
ご
は
ん
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
庄
市
有
機
１
０
０

倍
運
動
推
進
協
議
会
が
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
地
産
地
消
運
動

の
取
組
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

地
元
の
生
産
者
が
、
環
境
に
や

さ
し
い
方
法
で
、
心
を
こ
め
て
栽

培
し
た
野
菜
は
、
安
全
で
安
心
。

甘
み
の
多
い
本
庄
ね
ぎ
は
、
ね
ぎ

が
苦
手
な
子
ど
も
に
も
一
味
違
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

春の茶会
日時　４月25日㈰
　　　午前10時～午後３時
会場　埼玉グランドホテル本庄
費用　2,000円（茶券３席分）
※ 茶券の事前の購入希望やお問い合わ
せは下記へ（当日券も若干あります。）

　　　木村☎㉑２６８６

○行

児玉太極拳クラブ

日時　毎週火曜日
　　　午後７時30分～９時
会場　セルディ
費用　月会費3,000円
問い合わせ
　　　セルディ☎728851

○募

本庄ダンスクラブ　　
　　（社交ダンス）

金の鈴カラオケクラブ

日時　毎月第１・２・３火曜日
　　　午前９時30分～正午
会場　本庄公民館
（5月11日㈫から開始、初心者歓迎）

費用　月会費2,000円
問い合わせ　斉藤☎㉑3275

○募

月釜（茶会）
日時　毎月第１日曜日
　　　（４・８・12・１月は休み）
　　　正午～午後３時
会場　諏訪しぜん亭（寿２丁目）
 ※申し込み不要、当日直接会場へ

費用　500円（茶券代）
問い合わせ　木村☎㉑2686

○行

日時　毎週木曜日（月4回、祝日は休講）

　　　午後７時30分～９時
会場　本庄南公民館
費用　月会費3,000円

問い合わせ　塚越☎㉑1893

○募

ね
ぎ
の
ナ
ム
ル
の

　

お
味
は
い
か
が
!?
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お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・５月３日㈷・10日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・５月６日㈭・10日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

３日㈯～６日㈫

ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入
が
中

止
に
な
り
ま
す

水
田
作
物
の
交
付
金
に
つ
い
て

－市税夜間収納窓口のお知らせ－

日時　４月28日㈬　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課☎72１３３１
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

市税等の納付は安心・便利で確実な口座振替を！
　預金通帳とお届け印を持参のうえ、市内各金融機関又
はゆうちょ銀行・郵便局の窓口でお申し込みください。

重
度
心
身
障
害
者
に「
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」を
配
布
し
ま
す

老
人
無
料
入
浴
券
・
要
介
護
高
齢

者
訪
問
理
美
容
券
を
配
付
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
水
稲
の
戸

別
所
得
補
償
と
そ
の
他
作
物
の
交

付
金
が
新
し
い
制
度
と
な
り
、
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
加
入
申
請
書
と
作

付
確
認
依
頼
書
（
水
田
農
業
推
進

協
議
会
か
ら
送
付
し
た
営
農
計
画

書
）
を
、
６
月
末
日
ま
で
に
各
水

田
農
業
推
進
協
議
会
又
は
農
政
課

（
市
役
所
４
階
）、
総
合
支
所
産
業

建
設
課
（
総
合
支
所
２
階
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ほ
場
確
認
が
行
わ
れ
た
後
、
国

か
ら
直
接
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
域
水

田
農
業
推
進
協
議
会
又
は
左
記
へ

★ 

農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、
総
合

支
所
産
業
建
設
課
☎
72
１
３
３

１

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
者
が
通

院
や
公
的
手
続
き
な
ど
で
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
利
用

料
金
の
一
部
（
初
乗
料
金
）
を
助

成
す
る
た
め
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
配
布
し
ま
す
。

対 

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
人
、療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
人

交 

付
枚
数　

年
間
24
枚
（
平
成
23

年
３
月
ま
で
有
効
）

※
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
自

動
車
燃
料
費
助
成
と
の
併
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

申 

込　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
及
び
印
鑑
を
持
参
し
、
左

記
へ

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・
Ｆ

㉓

１
９
６
３
、
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
☎
72
１
３
３
１
・
Ｆ

72
１

６
３
０

　

市
で
は
、
次
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
老
人
無
料
入
浴
券
・
要
介
護

高
齢
者
訪
問
理
美
容
券
を
配
布
し

ま
す
。

○
老
人
無
料
入
浴
券

　

市
内
の
契
約
公
衆
浴
場
に
無
料

で
入
浴
で
き
る
利
用
券
を
１
か
月

５
枚
発
行
し
ま
す
。

対 

象　

自
宅
に
風
呂
が
な
い
65
歳

以
上
の
人
で
、
民
生
委
員
か
ら

証
明
を
受
け
た
人

○
要
介
護
高
齢
者
訪
問
理
美
容
券

　

市
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
ご

自
宅
を
訪
問
し
て
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
券
を
年
間
で
４
枚
ま
で

発
行
し
ま
す
。

対 

象　

在
宅
の
60
歳
以
上
で
介
護

度
４
又
は
５
の
人

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
☎

72
１
３
３
１

「
本
庄
市
民
提
携
保
養
所
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

格
安
で
宿
泊
で
き
る
保
養
所
の
契

約
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
行
い
ま
し
た
。

　

保
養
所
は
、
三
国
峠
の
ふ
も
と
、

は
る
か
谷
川
連
峰
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
く
だ
も
の
狩
り
や
ゴ

ル
フ
な
ど
楽
し
み
方
も
い
っ
ぱ
い

で
す
。（
市
か
ら
利
用
者
に
対
す

る
直
接
の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

保 

養
所
施
設　

フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
新

治
（
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
須
川
６
２
３・☎
０
２
７
８―

２
０―

６
０
６
０
）

利
用
料
金
（
１
泊
２
食
付
き
）

○
中
学
生
以
上　

５
、
７
７
５
円

○
５
歳
以
上　
　

４
、
７
２
５
円

※
休
日
の
前
日
及
び
７
月
20
日
か

ら
８
月
24
日
、
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
は
、
１
、
０
５
０
円
増
し

と
な
り
ま
す
。

申 

込　

保
養
所
に
直
接
電
話
し
て

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

本
庄
市
民
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

　

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

点
検
の
た
め
、
５
月
１
日
㈯
か
ら

３
日
㈷
ま
で
ご
み
の
搬
入
が
お
休

み
に
な
り
ま
す
。
月
曜
日
に
ご
み

の
収
集
が
あ
る
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
ご
家
庭
で
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
型
連
休
中
の
４
月
29

日
㈷
・
５
月
４
日
㈷
・
５
日
㈷
は
、

通
常
ど
お
り
ご
み
の
収
集
を
行
い

ま
す
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２
、

総
合
支
所
産
業
建
設
課
☎
72
１

３
３
１

手
話
講
習
会
「
中
級
講
座
」
を

開
催

日 

時　

５
月
11
日
か
ら
７
月
20
日

及
び
９
月
７
日
か
ら
11
月
９
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
21
回

　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

初
級
課
程
を
修
了
し
た
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用
意　

基
礎
テ
キ
ス
ト

申 

込　

４
月
８
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 
福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・
Ｆ

㉓

１
９
６
３
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
の
縦
覧・閲
覧
に
つ
い
て

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付

の
継
続
申
請
の
受
付
を
開
始
し

ま
す

しんげの
一言メッセージ市長コラム

全国に誇れる本庄の農業

　３月５日、都内で「第49回全国青年農業者会議」が
開かれました。毎年この会議では、全国各地の青年農
業者による優れた農業経営のプロジェクト発表が行わ
れています。このプロジェクト発表に参加できるのは、
前年の都道府県大会で最優秀賞（知事賞）となり、さ
らに関東・東北など全国８つの各ブロック大会におい
て１位か２位を獲得した個人あるいは団体です。いわ
ば、全国の青年農業者の中で優れた経営に取り組んで
いる事例の発表大会といえるでしょう。
　今回、このプロジェクト発表において、仁手の海沢
和弥さんが、「逆境に強いトマト経営を目指して」とい
う題で、関東ブロック代表として参加し、見事全国第
２位の賞である「農林水産省経営局長賞」を受賞しま
した。市内の青年農業者がこれまで全国会議に参加し
た例はありますが、全国第２位となったのは初めてで
す。

　その内容は、トマトのハウス栽培における害虫の駆
除に関する工夫と原油高騰の際にビニールハウスの暖
房費を節約するため独自の温度調節の方法を考案し、
コストを抑えておいしいトマト作りに成功、さらにこ
の方法を周辺の農家と共に実施し、広く地域のトマト
栽培の経営に役立てることができたというものでした。
　私も当日、会場で全国を代表する青年農業者の発表
を聞かせていただきました。いずれも素晴らしいもの
でしたが、その中でも海沢さんの発表は、その工夫へ
の真

しん

摯
し

な姿勢が特に評価されたものと感じました。
　なお、海沢さんに続いて、下野堂の塩原卓哉さんが、
本年度の「埼玉県青年農業者研究大会」のプロジェク
ト発表に「オレ流の鉢花生産を目指して！」という題
で参加し、見事最優秀賞（知事賞）を獲得しました。
本庄の青年農業者が２年続けて知事賞を受賞するのも
初めてです。この素晴らしい成果は、同じように頑張っ
ている青年農業者にとって励みになることはもちろん、
本庄市の農業が全国に誇れるものであることの何より
の証と言えるでしょう。

　

平
成
22
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
の
縦
覧
・

閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

　

市
内
所
在
の
課
税
対
象
と
な
る

土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
、
土
地

の
納
税
者
は
土
地
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
を
、
家
屋
の
納
税

者
は
家
屋
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
自
己
所
有
の
土
地
、
家
屋
以
外

の
価
格
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
部
分
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人

は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
そ
の
家
屋
及
び

そ
の
敷
地
の
土
地
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
内
容
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
税
に
係
る
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
ど
な
た

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
街
化
区

域
に
お
い
て
は
、
標
準
宅
地
の
位

置
及
び
街
路
ご
と
の
路
線
価
を
、

市
街
化
区
域
以
外
に
お
い
て
は
、

標
準
宅
地
の
位
置
及
び
単
位
地
積

当
た
り
の
価
格
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

縦 

覧
・
閲
覧
期
間　

５
月
31
日
㈪

ま
で（
土・
日・
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦 

覧
・
閲
覧
場
所　

課
税
課
（
市

役
所
１
階
）

※
総
合
支
所
で
は
、
縦
覧
・
閲
覧

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
数
料　

無
料

用 

意　

身
分
証
明
書
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
。
ま
た
、借
地
・

借
家
人
で
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

受 

付
期
間　

４
月
30
日
㈮
〜
６
月

15
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

受
付
場
所　

本
庄
保
健
所

対 

象　

現
在
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
て
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な

20
歳
未
満
の
人

必 

要
書
類　

申
請
書
、
現
在
お
持

ち
の
医
療
受
診
者
証
、
医
療
意

見
書
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税

関
係
証
明
書
な
ど

★ 
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１
、

埼
玉
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
☎

０
４
８―
８
３
０―

３
５
６
１

〈
広
告
〉広報ほんじょうに

広告を掲載しませんか広告を掲載しませんか
毎月32,000部を発行

〈
広
告
〉

本庄市役所企画課
☎㉕１１５７・FAX㉑８４９９
〒367-8501　本庄市本庄３－５－３
【開 庁 日】月曜日～金曜日
【開庁時間】午前８時30分～午後５時15分

本庄市長
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精
神
保
健
相
談
・
引
き
こ
も
り

相
談
の
お
知
ら
せ

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

催　
　

し

　「いつまでも元気でいきいきと生活したい。」そんな65歳以上の人
を対象とした教室です。理学療法士や作業療法士が講師となり、運
動や頭を使ったゲームなどを行います。気軽に参加してください。

会　場 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月

市民プラザ
アートギャラリー

　８日㈭ １３日㈭ １０日㈭ 　８日㈭

２７日㈫ ２５日㈫ ２２日㈫ ２０日㈫

セルディ会議室 ２０日㈫ １８日㈫ １５日㈫ ２７日㈫

※セルディ会場の６月15日㈫のみ、セルディホールで行います。
時間　午後１時30分～３時（両会場、全日程共通）
用意　タオル、飲み物、動きやすい服装
※事前の申し込みは不要です。当日直接会場へお越しください。
★介護いきがい課☎㉕１７２２

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談　

日 

時　

４
月
26
日
㈪　

午
後
１
時
〜

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日 

時　

４
月
20
日
㈫
・
５
月
18
日

㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★ 

本
庄
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担

当
☎
㉒
６
４
８
１

埼
玉
県
北
部
福
祉
事
務
所
が
設

置
さ
れ
ま
し
た

　

埼
玉
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
児
玉

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
た
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
、

北
部
福
祉
事
務
所
（
事
務
所
の
所

在
地
は
同
じ
）
を
設
置
し
、
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事 

務
内
容　

母
子
寡
婦
福
祉
事
務
、

介
護
保
険
法
施
行
事
務
、
福
祉

施
設
整
備
事
務
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

北
部
福
祉
事
務
所
☎
㉒
０
１
０

１
、
埼
玉
県
福
祉
政
策
課
☎
０

４
８―

８
３
０―

３
３
９
１

本
庄
警
察
署
に
「
国
際
係
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

　

本
庄
警
察
署
管
内
に
居
住
す
る

外
国
籍
の
人
の
困
り
ご
と
な
ど
を

解
消
し
、
暮
ら
し
良
い
安
全
な
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
本
庄
警
察
署

内
に
新
た
に
「
国
際
係
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

★
本
庄
警
察
署
☎
㉒
０
１
１
０

第
25
回
児
玉
郡
市
花
と
緑
の
展

覧
会
を
開
催

　

児
玉
郡
市
温
室
鉢
物
研
究
会
で

は
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
草
花
類
・

観
葉
植
物
・
洋
ラ
ン
な
ど
の
鉢
物

の
展
示
即
売
を
行
い
ま
す
。

日 

時　

４
月
11
日
㈰　
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

会
場　

市
民
文
化
会
館

内 

容　

展
覧
会
一
般
公
開
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
即
売
会
、
寄
せ
植
え

展
示
・
即
売
、
抽
選
会
な
ど

※
先
着
５
０
０
人
に
花
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業

支
援
部
☎
㉒
３
１
１
６

募　

集

　

市
で
は
、
恵
み
豊
か
な
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
環
境
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
や
重
要
な
施
策
を

調
査
・
審
議
す
る
た
め
の
本
庄
市

環
境
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お

り
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応 

募
資
格　

市
の
環
境
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
内

在
住
者

募
集
人
員　

３
人

任
期　

６
月
か
ら
２
年
間

報
酬　

６
、
２
０
０
円
（
日
額
）

応 

募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
必
要

事
項
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
）
を
記
入
し
、

本
庄
市
の
環
境
づ
く
り
に
関
す

る
意
見
等
を
８
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
て
、
左
記
へ
郵
送
又
は

直
接
持
参

応 

募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
環
境
推
進
課

募
集
期
間　

４
月
23
日
㈮（
必
着
）

選 

考
方
法　

書
類
選
考
（
結
果
は

応
募
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。）

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３

『いきいき教室』を開催します『いきいき教室』を開催します
平成22年国勢調査の
調査員を募集します







































　10月１日㈮に実施される「平成22
年国勢調査」の調査員を募集します。
○募集人員…３００人
○ 調査員の要件…20歳以上で責任を
もって調査事務ができる人
○ 調査員の仕事…１調査区につき、
70～90件相当の世帯を対象に、世
帯名簿・調査区要図を作成し、各
世帯に調査票を配布・回収します。
また、９月上旬に行われる説明会
に出席していただきます。
○ その他…調査期間は９月上旬から
10月下旬です。国の基準による報
酬を予定しています。
○ 応募方法…４月６日㈫から27日㈫
までに商工課（市役所４階）へ
★商工課☎㉕１１７５
















































































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廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委

員
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
を
募
集

　

市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
減
量
、

再
資
源
化
に
関
す
る
事
項
を
調

査
・
審
議
す
る
た
め
の
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次

の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

市
の
廃
棄
物
行
政
に

関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
内

在
住
者

募
集
人
員　

若
干
名

任
期　

６
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

報
酬　

６
、
２
０
０
円
（
日
額
）

応 

募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
必
要

事
項
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
職
業
及
び
経
歴
）

を
記
入
し
、
応
募
理
由
や
今
ま

で
行
っ
て
き
た
活
動
等
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
て
、
左
記

へ
郵
送
又
は
直
接
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
環
境
推
進
課

募
集
期
間　

４
月
23
日
㈮（
必
着
）

選 

考
方
法　

書
類
選
考
（
結
果
は

応
募
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。）

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２　

　

食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い
物

を
し
な
が
ら
食
品
の
表
示
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
、
定
期
的
に
報
告

し
て
も
ら
い
ま
す
。（
年
間
20
店

舗
程
度
）

対 

象　

県
内
在
住
で
、
20
歳
以
上

の
人

任
期　

６
月
〜
平
成
23
年
３
月

謝
金　

８
、
０
０
０
円
（
年
額
）

募
集
人
員　

１
０
０
人

申 

込　

４
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
職
業
・
応
募
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）
を
明
記
の

う
え
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
３
３
０―

９
３
０
１

　

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３―

15―

１　

埼
玉
県
農
産
物
安
全

課
※
選
考
結
果
は
５
月
中
に
通
知
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
農
産
物
安
全
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

４
１
１
０

自
衛
官
を
募
集

○
幹
部
候
補
生

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
ま
で

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

次
の
①
②
に
該
当
す
る
人

① 

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
大

卒
見
込
み
は
22
歳
未
満
も
含
む
）

② 

大
学
院
に
お
い
て
学
位
を
受
け

た
人
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
28
歳
未
満
の
人

試 

験
日　

５
月
15
日
㈯（
パ
イ
ロ
ッ

ト
希
望
者
の
み
５
月
16
日
㈰
に

筆
記
式
操
縦
適
正
検
査
あ
り
）

○
一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
ま
で

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　

５
月
22
日
㈯　

※
説
明
会
な
ど
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

弓
道
教
室
を
開
催

日 

程　

５
月
11
日
か
ら
６
月
11
日

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

全

10
回

時 

間
・ 
昼
の
部　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
・ 

夜
の
部　

午
後
７
時
〜
８
時
30

分
会
場　

弓
道
場　
　

講
師　

市
弓
道
連
盟
指
導
者

対
象　

高
校
生
以
上

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装

申 

込　

４
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

柔
道
教
室
を
開
催

日 

時　

５
月
12
日
か
ら
６
月
23
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
７
回

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

武
道
館

講
師　

市
柔
道
連
盟
指
導
者

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申 

込　

４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

※
柔
道
着
は
貸
与
し
ま
す
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

市
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
大
会
を
開
催

日
時　

５
月
16
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜

　

開
始　

午
前
９
時
10
分
〜

会
場　

市
民
体
育
館

参 

加
資
格　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混

合
チ
ー
ム

参
加
費　

・
協
会
加
盟
チ
ー
ム１

、
０
０
０
円

・
一
般
チ
ー
ム　

３
、
０
０
０
円

申 

込
・
抽
選　

４
月
28
日
㈬
午
後

７
時
30
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
組
み
合
わ
せ
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
希
望

チ
ー
ム
は
参
加
費
を
持
参
の
う

え
、
抽
選
会
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

＊  

お
問
い
合
わ
せ
は
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
篠
塚
洋
子
（
☎
㉔

３
４
４
７
）
へ

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

日
時　

５
月
19
日
㈬

　

受
付　

午
前
７
時
30
分
〜

　

開
始　

午
前
８
時
〜

会
場　

上
里
ゴ
ル
フ
場

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

定 

員　

１
２
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

費
用　

参
加
費　

４
、
０
０
０
円
、

　

年
会
費　

１
、
０
０
０
円
、
プ

　

レ
ー
費　

５
、
５
０
０
円

＊ 

申
し
込
み
は
、
４
月
30
日
㈮
ま

で
に
市
民
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
事
務

局
・
関
根
（
サ
ン
メ
ン
バ
ー
ズ

内
☎
㉔
３
３
３
３
）
へ

市
民
少
林
寺
拳
法
大
会
を
開
催

日
時　

５
月
23
日
㈰

　

受
付　

午
前
10
時
〜

　

開
会
式　

午
前
10
時
30
分
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

種 

目　

少
林
寺
拳
法
組
演
武
・
単

独
演
武
の
部

＊ 

申
し
込
み
は
、
５
月
16
日
㈰
ま

で
に
少
林
寺
拳
法
本
庄
支
部
・

六
郎
田
健
三（
☎
㉒
４
０
０
１
）へ
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公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
５
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開 

放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
た

だ
し
４
日
㈷
・
７
日
㈮
は
休
み
）

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
５

月
21
日
㈮
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
内
） 

☎
72
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会
（
江
戸
千
家
）

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
休
み
で
す
。）
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
お
茶
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

４
月
11
日
㈰
、
５
月
９
日

㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

費 

用　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

（
茶
・
菓
子
代
）

◆
山
野
草
と
小
品
盆
栽
春
季
展

　

春
の
野
山
の
風
情
を
室
内
で
ど

う
ぞ
。

日
時　

４
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

◆
春
の
寄
せ
植
え
教
室

　

明
る
い
陽
ざ
し
の
中
、
春
風
を

受
け
て
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
植

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

４
月
23
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時　

講
師　

小
松　

和
夫　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

申 

込　

４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
俳
句
教
室

　

日
本
語
の
美
し
さ
、
楽
し
さ
、

深
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。
五
・
七
・

五
の
世
界
に
あ
な
た
も
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

５
月
25
日
か
ら
６
月
15
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

講
師　

矢
沼　

冬
星　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

４
月
27
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
初
心
者
の
た
め
の
書
道
教
室

　

あ
な
た
も
今
日
か
ら
新
学
期
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
人
気
上
昇
中
の

『
と
め
は
ね
っ
！
』
に
あ
な
た
も

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日  

時　

５
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

町
田　

昌
畦　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費 

用　

材
料
費
５
０
０
円
（
墨
、

用
紙
）

用
意　

右
記
以
外
の
書
道
用
具

申 

込　

４
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
餃
子
作
り
教
室

　

お
い
し
い
餃
子
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
楽
し
く
作
っ
て
試
食
、

お
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。

日 

時　

５
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

門
倉　

章
子　

先
生　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

手
ぬ
ぐ
い
、
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、

マ
ス
ク

申 

込　

４
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
初
め
て
の
ヨ
ガ
体
験
教
室　
　

　

だ
れ
で
も
で
き
る
ヨ
ガ
入
門
教

室
を
実
施
し
ま
す
。
心
と
体
を
い

や
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

ヨ
ガ
は
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
好
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

４
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
・

５
月
12
日
㈬　

全
３
回　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

講
師　

松
村　

正
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用 

意　

バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申 

込　

４
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
初
心
者
琴(

箏)

体
験
教
室

　

日
本
古
来
の
楽
器
で
あ
る
琴
を

奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
。
琴
に
出
会

う
こ
と
で
優
雅
で
貴
重
な
時
間
が

過
ご
せ
ま
す
。
特
に
、
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。

日 

時　

４
月
27
日
㈫
・
５
月
11
日

㈫
・
18
日
㈫　

全
３
回　

午
前

10
時
〜
正
午

講 

師　

土
屋　

三
津
子　

先
生
、

　
 

育
音
会
（
箏
ク
ラ
ブ
）
の
み
な

さ
ん

定
員　

12
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具　

申 

込　

４
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
教
室　

　

採
り
た
て
の
夏
み
か
ん
を
使
い

ま
す
。マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
マ
ド
レ
ー

ヌ
（
焼
き
菓
子
）
も
作
り
ま
す
。

日 

時　

４
月
20
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講
師　

伊
藤　

美
智
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申 

込　

４
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　

食
べ
て
し
ま
う
の
が
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
、
太
巻
き
寿
司
を
作

り
ま
す
。
端
午
の
節
句
に
巻
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

４
月
20
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意  

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、  

三

角
き
ん 

、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

４
月
9
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ



　　

ぼくたちはなく
内田 麟太郎 著

定年後のリアル
－お金も仕事もない毎日
をいかに生きるか－
勢古 浩爾 著

イギリスの
野の花えほん
ケイト･ペティ 文

平成22年4月1日号1919

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
29日㈷（祝日休館日）30日㈮（館内整理日）
５月３日㈷～５日㈷（祝日休館日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）　

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

◆
健
康
ヨ
ガ
教
室

　

ゆ
っ
く
り
と
体
を
動
か
し
ス
ト

レ
ス
の
解
消
を
図
り
、
心
身
を
い

や
し
ま
す
。

日 

時　

５
月
17
日
か
ら
６
月
７
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

松
村　

正
子　

先
生

定
員　

18
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
バ

ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

４
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
押
し
花
絵
教
室

　

押
し
花
や
押
し
葉
を
使
い
、
好

み
の
絵
を
描
き
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

５
月
18
日
か
ら
６
月
１
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

石
黒　

友
梨　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）　

費
用　

２
、
０
０
０
円

用 

意　

ピ
ン
セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、

木
工
用
ボ
ン
ド

申 

込　

４
月
21
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

★
本
館

日
時　

４
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

　

午
後
２
時
〜

会
場　

図
書
館
児
童
室

内 

容　

春
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
本

や
紙
芝
居
な
ど

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　

４
月
10
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
ほ
か

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言こ

と

依よ
り

」
の
み
な
さ
ん

日
時　

４
月
17
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

内
容　

人
形
ア
ニ
メ『
親
捨
て
山
』

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日 

時　

５
月
６
日
㈭　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会 

場　

図
書
館
児
童
室
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

★
今
月
の
一
般
図
書

夕
暴
雨　

東
京
湾
臨
海
署
安
積
班

　
　
　
　
　
　
　

今
野 

敏 

著

数
え
ず
の
井
戸 　

京
極 

夏
彦 

著

コ
ン
コ
ー
ド
川
と
メ
リ
マ
ッ
ク
川

　

の
一
週
間　ヘン

リ
ー
・
ソ
ロ
ー 

著

城
は
踊
る 

岩
井 

三
四
二 

著

キ
ケ
ン　
　
　
　

   

有
川 

浩 

著

太
陽
の
村　
　

 　

朱
川 

湊
人 

著

ア
イ
ム
・
フ
ァ
イ
ン
！

　
　
　
　
　
　

浅
田 

次
郎 

著

返
事
は
５
秒
！
失
敗
し
な
い
断
り

　

方
の
ル
ー
ル　

 
笹
氣 

健
治 

著

な
ぜ
手
取
り
は
こ
ん
な
に
少
な
く

　

な
る
の
か　
　

 　

福
田 
稔 
著

日
本
の
年
中
行
事
を
英
語
で
紹
介

　

す
る
事
典　

 　

石
井 

智
子 
著

差
が
つ
い
て
グ
ッ
と
よ
く
な
る
デ

　

ジ
カ
メ
の
撮
り
方

大
浦 

タ
ケ
シ 

監
修

★
今
月
の
児
童
図
書

遠
野
物
語
へ
よ
う
こ
そ三浦 

佑
之 

著

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
夢小

柴 

昌
俊 

著

カ
エ
ル
の
知
ら
れ
ざ
る
生
態

松
橋 

利
光 

著

つ
づ
き
の
図
書
館

柏
葉 

幸
子 

作

ゆ
う
れ
い
パ
テ
ィ
シ
エ
事
件

斉
藤 

洋 

作

じ
ぶ
ん
の
木　

 　

最
上 

一
平 

作

ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー宮

西 

達
也 

作
・
絵

マ
ッ
ク
マ
ウ
ス
さ
ん

レ
オ
・
レ
オ
ニ 

作

ふ
し
ぎ
な
ガ
ー
デ
ン

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン 

作

白
鳥
の
湖　

 　

石
津 

ち
ひ
ろ 

文

★
今
月
の
一
般
図
書

青
春
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
カ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

森
沢 

明
夫 

著

Ｆ
の
悲
劇   

  

岸
田 

る
り
こ 

著

さ
よ
な
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

　
　
　
　
　
　

中
山 

七
里 

著

テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ　

 

望
月 

武 

著

天
網         

    

今
野 

敏 

著

Ｎ
の
た
め
に 　

  

湊 

か
な
え 

著

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
恋
を
す
る

　
　
　
　
　
　

桐
島 

洋
子 

著

知
ら
れ
ざ
る
皇
室　

 

久
能 

靖 

著

坂
本
竜
馬
脱
藩
の
道
を
ゆ
く

　
　
　
　
　
　

佐
古 

文
男 

著

日
本
百
低
山　

 

小
林 

泰
彦 

著

あ
い
さ
つ
団
長

　

よ
し
な
が 

こ
う
た
く 

作

チ
リ
と
チ
リ
リ 　

ど
い 

か
や 

作

こ
ろ
わ
ん
が
は
る
み
っ
け
！

　
　
　
　
　

間
所 

ひ
さ
こ 

作

２
ほ
ん
の
木

　
　

エ
リ
ザ
ベ
ト
・
ブ
ラ
ミ 

作

春
の
妖
精
た
ち　

　
　
　

奥
山 

多
恵
子 

文
・
絵

モ
グ
ラ
の
生
活　

　
　
　

飯
島 

正
広 

文
・
写
真

地
球
最
北
に
生
き
る
日
本
人

　
　
　
　
　
　
　

武
田 

剛 

著

未
来
の
君
が
待
つ
場
所
へ

宮
本 

延
春 

著

★
今
月
の
児
童
図
書



平成22年4月1日号

日　程
前原つどいの広場
｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこ｣

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢水曜ワクワクタイム｣
午前10時～11時

４月７日㈬ 本庄子育てネットの「ママサロン」 誕生会

４月14日㈬ 小関先生の「絵本と工作」 出席カード作り 紙芝居

４月21日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） コーナー遊びを楽しむ 子どもの日製作

４月28日㈬ 誕生会と子どもの日製作 こいのぼり作り 小関先生の「お話の玉手箱」

20

資源ごみ回収量の報告
　２月の市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計30,678㎏）
○生きびん　　 5,018㎏　　○その他のびん 13,874㎏ ○飲料用缶 5,330㎏
○その他の缶　 1,230㎏　　○ペットボトル 5,226㎏

「つどいの広場」
　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

（４月～５月上旬） ★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

集団資源回収予定表
実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

子育てサロン ｢ゆうゆう ｣のご案内

時間　午前10時～ 11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみなさん
※お気軽にお越しください。事前の申し込みは不要です。

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日　程 内　容 会　場

４月９日㈮ ようこそ「ゆうゆう」へ 前原児童センター

４月19日㈪ 春だよ！みんな集まれ！ 日の出児童センター

４月26日㈪ ようこそ「ゆうゆう」へ 総合支所第２庁舎
３階子育て支援室

５月７日㈮ ママありがとう 前原児童センター

旧カードの有効期限は３月まで！
新しい「パパ・ママ応援ショップ　　　
　　　　　優待カード」を配布しています

～楽しく取り組むエコ生活～
　野菜の皮は、硬くてごみにしてしまいがちですが、よく洗ってきんぴらにしたり、刻んで餃子やハンバーグの具にし
たりするとボリュームもアップします。中途半端に残った野菜は、ゆでて冷凍保存するのがお勧めです。お弁当やちょっ
としたおつまみに、すぐ使えます。調理器具では、圧力鍋を使うと栄養を損なわず、調理時間も短縮できて省エネにな
ります。無駄なく食材を使い、調理器具を効率よく使うエコクッキング、今日から始めませんか。

日 程 時 間 回収場所等 問い合わせ
４月４日㈰

午前９時～ 11時 総合支所
回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎㉒９３００

５月２日㈰

４月18日㈰
午前９時～ 11時 市役所
午後１時～３時 市民プラザ

４月21日㈬ 随時受付
就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ
（旧みどり作業所）
佐久間さんち　

☎㉓２１９５

☎㉒９３００

　中学生までのお子さん又は妊娠中の人がいる家
庭の人が、協賛店で商品割引やポイントサービス
等の特典を受けられる優待カードを配布しています。
対象家庭でまだお持ちでない人は、運転免許証や
健康保険証等を持参して下記へお越しください。
★ 子育て支援課☎㉕１１３０、総合支所市民福祉
課☎72１３３１

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

※前原つどいの広場は４月７日㈬まで、日の出つどいの広場は４月２日㈮までお休みです。

環境推進課☎㉕1172
総 合 支 所　　　　　☎721331産業建設課



会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

障害者生活支援センター『さわやか』
☎㉕5620　　FAX㉕5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
　 ③聴覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　４月17日㈯　午後１時～３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　４月23日㈮　午後１時30分～３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　４月24日㈯　午前９時30分～11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●介助教室（介助の人）
　　４月24日㈯　午後１時～３時
●パソコン教室（身体障害のある人）
　毎週木曜日　午後１時30分～３時30分

平成22年4月1日号

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ
行 政 ４月1５日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
市民課（本庁） ☎㉕１１１２

法 律
※予約制

４月14日㈬・21日㈬・28日㈬　午後１時～４時
※４月の相談予約は、３月23日㈫に電話受付開始
※５月の相談予約は、４月20日㈫から電話受付開始
　　　　　５月26日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律
※予約制

５月12日㈬　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）
相談員＝弁護士　※４月20日㈫から電話受付開始

不 動 産
※予約制

４月７日㈬・５月６日㈭　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※５月の相談予約は、４月20日㈫から電話受付開始

年 金
※予約優先

４月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

４月13日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活
毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～3時30分 商工課 ☎㉕１１７５

毎週金曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～3時30分　

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
４月13日㈫　午前10時～正午、午後１時～3時 総合支所２階研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
４月27日㈫　午前10時～正午、午後１時～3時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後４時 市役所１階 児童相談室 子育て支援課 ☎㉕１１２９

毎週水曜日（祝日を除く）　午前９時～午後４時 児玉保健センター 児玉保健センター
☎72５５４０

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（祝日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（祝日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと
毎週月曜日（祝日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

４月５日㈪・19日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚
毎週水曜日（祝日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

４月14日㈬・28日㈬　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７
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市民相談 （４月～５月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

県民相談
相 談 名 相 談 日 時 な ど 問い合わせ

県　　民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時
相談員＝県民相談員 北部地域振興

センター
☎０４８－５２
２－６５０６法　　律

※予約制

毎週第１・３・４水曜日（祝
日を除く）
午後１時～４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時
※午後３時30分まで受付
相談員＝交通事故相談員

北部地域振興
センター
☎０４８－５２
１－７３００

司法書士に
よる相談



22平成22年4月1日号

みんなの

けんこう

ガイド

※駐車場は、児玉総合支所又は
　第２庁舎をご利用ください。

※ 各保健センターへのお問い合わせは
　午前8時30分からです。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～ 10時、★印…午後１時～１時30分
※対象者には通知します。

『平成22年度健康カレンダー』もご覧ください。

内　容 対象となる人 日　時 その他

すくすく相談
（育児・栄養相談、計測） 相談・計測希望の人 ４月23日㈮

午前９時30分～ 11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ４月23日㈮
午前９時30分～ 11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

カンガルー広場
（情報交換･友達づくりの場） ０～２歳児とその保護者 ４月12日㈪

午前９時30分～正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ

これからママになる人
会場：本庄市保健センター

５月12日㈬
午前10時～正午

先着20組。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ･パパになる人 ５月22日㈯
午前９時30分～正午

先着20組。事前に電話予約してく
ださい。

●育児相談・学級 
【会場】児玉保健センター
※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎㉔２００３）へ。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成21年12月生まれ（本庄地域） ４月28日㈬ 本庄市保健センター

平成21年12月～平成22年１月生まれ（児玉地域） ５月20日㈭ 児玉保健センター

☆９～10か月児健康相談 平成21年６月生まれ（市内全域） ４月28日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成20年９月生まれ（本庄地域） ４月26日㈪ 本庄市保健センター

平成20年９月～ 10月生まれ（児玉地域） ５月19日㈬ 児玉保健センター

☆２歳児健康相談 平成20年３月生まれ（市内全域） ４月27日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成19年３月生まれ（本庄地域） ４月27日㈫ 本庄市保健センター

平成19年３月～４月生まれ（児玉地域） ５月18日㈫ 児玉保健センター
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本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

医
療
�
�

血
尿
に
つ
い
て

　

血
尿
と
は
、
尿
に
血
液
（
赤
血

球
）
が
混
入
し
た
状
態
で
す
。
肉

眼
で
赤
く
見
え
る
血
尿
を
肉
眼
的

血
尿
、
顕
微
鏡
で
な
い
と
わ
か
ら

な
い
血
尿
を
顕
微
鏡
的
血
尿
と
い

い
ま
す
。
健
診
の
尿
潜
血
（
＋
）

は
顕
微
鏡
的
血
尿
で
す
。
血
尿
を

伴
う
病
気
に
は
次
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
腎
臓
病（
糸
球
体
疾
患
）：
腎
臓

に
あ
る
尿
を
作
る
小
さ
な
組
織
が

糸
球
体
で
、
腎
臓
１
つ
当
た
り
に

１
０
０
万
個
あ
り
ま
す
。
こ
の
糸

球
体
に
障
害
が
出
る
の
が
腎
臓
病

で
、
進
行
す
る
と
腎
不
全
に
な
り
、

血
液
透
析
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
、
Ｉ

ｇ
Ａ
腎
症
で
す
。

②
悪
性
腫し
ゅ

瘍よ
う

（
膀ぼ
う

胱こ
う

癌が
ん

、
腎じ
ん

盂う

癌が
ん

、

尿
管
癌
、
腎
癌
、
前
立
腺
癌
）：

膀
胱
癌
は
肉
眼
的
血
尿
で
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
最
も
多
く
（
80
％
）、

早
期
で
あ
れ
ば
内
視
鏡
で
切
除
で

き
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
生
命
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腎
盂

癌
、
尿
管
癌
も
同
じ
く
肉
眼
的
血

尿
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
癌

で
す
。（
60
％
）
腎
癌
は
進
行
す

る
ま
で
肉
眼
的
血
尿
（
38
％
）
や

自
覚
症
状
が
見
ら
れ
ず
、
最
近
は

血
尿
の
出
る
前
に
腹
部
超
音
波
検

査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
前
立
腺
癌
も
進
行
し

な
い
と
血
尿
は
見
ら
れ
ず
、
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
で
早
期
診
断
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
尿
路
結
石
症
：
尿
中
の
排は
い

泄せ
つ

物

質
が
結
晶
と
な
り
、
結
晶
が
集

ま
っ
て
結
石
と
な
り
ま
す
。
結
石

が
尿
管
を
下
降
す
る
と
き
に
激
し

い
痛
み
を
起
こ
し
ま
す
が
、
生
命

に
関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
膀
胱
炎
：
女
性
に
多
く
、
残
尿

感
や
排
尿
時
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

顕
微
鏡
検
査
で
簡
単
に
診
断
で
き
、

抗
生
剤
の
服
用
で
簡
単
に
治
り
ま

す
。

⑤
そ
の
他
：
遊
走
腎
は
腎
臓
が
動

く
こ
と
で
血
尿
が
生
じ
ま
す
が
、

危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
の
血

管
異
常
（
動
静
脈
奇
形
）
で
は
と

き
に
大
出
血
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
腎
臓
の
外
傷
で

も
血
尿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

血
尿
の
す
べ
て
が
危
険
な
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
悪
性
腫
瘍

や
腎
臓
病
は
生
命
に
関
わ
る
た
め
、

尿
が
赤
い
と
き
や
健
診
で
潜
血
陽

性
の
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
検
診
の
お
知
ら
せ

　

日
程
や
検
査
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
別
刷
り
の
「
平
成
22
年
度
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

検
診
の
受
診
券
や
検
診
案
内
は
、

新
規
対
象
者
、
前
年
度
受
診
者
等

に
郵
送
し
ま
す
。
５
月
上
旬
ま
で

に
郵
送
さ
れ
な
い
人
で
受
診
を
希

望
す
る
場
合
は
、
本
庄
市
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
新
た
に
実
施

す
る
検
診
や
変
更
点
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
新
た
に
実
施
す
る
検
診
】

◆
胃
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
診

　

胃
が
ん
の
か
か
り
や
す
さ
を
血

液
検
査
で
測
定
し
ま
す
。

期
間　

５
月
〜
平
成
23
年
３
月

会
場　

指
定
医
療
機
関（
要
予
約
）

対
象　

40
歳
以
上
の
人

料
金　

３
５
０
円

※
前
年
度
ま
で
の
胃
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

◆
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
）
検
診

　

前
立
腺
が
ん
な
ど
の
可
能
性
を

血
液
検
査
で
測
定
し
ま
す
。

期
間　

５
月
〜
平
成
23
年
３
月

会
場　

指
定
医
療
機
関（
要
予
約
）

対
象　

40
歳
以
上
の
男
性

料
金　

２
５
０
円

【
変
更
点
】

◆
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
が

予
約
制
に

予 

約
受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
〜

６
月
10
日
㈭

※
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

２
年
に
１
度
継
続
的
に
受
診
す
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

市
の
検
診
の
履
歴
が
あ
り
、
前
年

度
に
受
診
し
て
い
な
い
人
に
対
し

て
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
日
を
設
定

　

大
腸
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、

他
の
が
ん
の
集
団
検
診
時
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
設
け

た
大
腸
が
ん
検
診
日
で
も
申
し
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
を
受
け
て

　
　
　

病
気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

①
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
予
防
接
種

　

小
学
６
年
生
に
、
学
校
を
通
し

て
予
診
票
を
お
渡
し
て
い
ま
す
。

体
調
の
良
い
時
に
、
早
め
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。（
接
種
対
象
は
13

歳
未
満
で
す
。）

接
種
期
間

　

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

②
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種（
Ｍ

Ｒ
）
の
お
知
ら
せ

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
１
回

の
み
の
予
防
接
種
で
は
免
疫
力
が

低
下
す
る
た
め
２
回
接
種
に
な
り

ま
し
た
。
麻
し
ん
が
流
行
す
る
６

月
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象

○
１
期
…
生
後
12
〜
24
月
未
満

○ 

２
期
…
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○ 

３
期
…
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○ 

４
期
…
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

接
種
期
間

　

 

２
・
３
・
４
期
は
平
成
23
年
３

月
31
日
㈭
ま
で

予
診
票
の
配
布
方
法

○
２
期
・
４
期
の
人
…
郵
送

○ 

３
期
で
市
立
中
学
校
へ
入
学
す

る
人
…
入
学
式
で
配
布

○
そ
れ
以
外
の
人
…
郵
送

③
乳
幼
児
の
予
防
接
種

　

７
歳
半
ま
で
に
定
期
予
防
接
種

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
指
定
医
療

機
関
で
受
け
る
予
防
接
種
で
も
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
お

渡
し
で
き
ま
す
。

検診・予防接種についての
　お問い合わせは
　　　本庄市保健センターへ
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４月４日㈰ 黒 岩 整 形 外 科 医 院 上里町七本木 ☎34０５５１

４月11日㈰ 恵 南 ク リ ニ ッ ク 見福２丁目 ☎㉔０００８

４月18日㈰ 小 林 ク リ ニ ッ ク 朝日町２丁目 ☎㉓３３７１

４月25日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎33８３３３

５月９日㈰ 本庄皮膚科形成外科医院 銀座３丁目 ☎㉒３２３３

ザ・ベンチャーズ　
　　　　ジャパンツアー　２０１０
日時　８月８日㈰　午後３時30分開演
会場　市民文化会館ホール
料金　５，５００円（全席指定）
発売日　４月17日㈯

野村克也トークショー「弱者の戦略」
日時　８月22日㈰
　午後２時開演
会場　市民文化会館ホール
料金　２，５００円（全席指定）
※未就学児入場不可
発売日　４月24日㈯

デビュー４０周年記念
　　八代亜紀コンサート
日時　７月３日㈯
第１部　午後２時開演
第２部　午後６時開演
会場　市民文化会館ホール
料金　Ｓ席　６，５００円
　　　Ａ席　５，５００円　
　　　（全席指定）
発売日　４月10日㈯

チケットは、発売日から市民文化会館
（☎㉔２８４１）及び各プレイガイドで
販売します。

休 日 急 患 の 診 療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　（本庄市保健センター内☎㉓3322）
　 ※これまで本庄市保健センターと同じ電話番号でしたが、
別の番号になりました。

　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10時
　　診療科目　内科系疾患
　　　健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります

ので、確認してからお出かけください。
★119番は、緊急時（火災やけが
人など）の受付専用電話番号です。
夜間など、時間外に診療可能な病
院については、児玉郡市広域消防
本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。
ただし、診療科目によっては、県
外や児玉郡市以外の病院をご案内
する場合もあります。

　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、プッ
シュ回線の電話や携帯電話から
「＃8000」を押すとつながります。
(相談料無料・通話料利用者負担)
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～ 11時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～
午後11時

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣


